
. 

, 
ふ
る
さ
と
へ
白
鳥
帰
る
季
節

で
す
。
冬
が
手
を
振
り
さ
よ
な

ら
す
れ
ば
、
春
は
笑
顔
で
見
送

る
の
で
す
。
 

名
残
り
惜
し
げ
な
残
雪
を
、
 

風
は
や
さ
し
く
包
み
ま
す
。
 

一
人
ひ
と
り
の
頭
を
な
で
て
、
 

「元
気
に
卒
園
お
め
で
と
う
」
 

先
生
声
が
う
る
み
ま
す
。
お
利
 

口
さ
ん
の
顔
み
れ
ば
、
先
生
ほ

ん
と
に
う
れ
し

い
の
で
す
。
 

「
に
い
ち
ゃ
ん
、
ね
え
ち
ゃ

ん
お
め
で
と
う
」
み
ん
な
拍
手

で
お
祝
い
し
ま
す
。
 

「
さ
よ
な
ら
」
な
ん
て
言
わ

な
い
で
、
遊
び
に
く
る
こ
と
指

き
り
し
ま
す
。
 

す
み
れ
、
た
ん
ぼ
ぼ
、
ち
ゆ
 

う
り
っ
ぷ
、
ひ
ば
り
、
か
な
り

や
、
う
ぐ

い
す
と
組
の
名
ど
れ

も
忘
れ
ま
せ
ん
。
思
い
出
い
っ

ぱ
い
詰
っ
て
ま
す
。
 

庭
の
水
せ
ん
芽
を
出
せ
ば
、
 

黄
色
の
つ
ぼ

み
も
一
緒
で
す
。
 

名
前
を
知
ら
な
い
花
の
芽
も
あ

ち
こ
ち
い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
す
。
 

野
に
は
か
げ
ろ
う
も
え
て
き
 

て
、
そ
の
こ
ろ
そ
ろ
っ
て
一
年

生
。
待
ち
に
待
っ
て
た
う
れ
し

い
日
で
す
。
 

（写
真
 
津
軽
野
保
育
園
で
）
 

世 帯 数 	14,237 

（昭和53年3 月1日現在）住民基本台帳から 

発 行 所 

五所川原市役所 

420号 

昭和53年 4 月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

男 	25,249人 

女 	26,992人 52,241人 

市 の 人 口 

一こ巨かわら 

① 	 （昭和33年9 月10日第3種郵便物認可） 	1部 8円 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 
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移
動
採
血
車
“
青
い
鳥
号
《
 

が
、
次
の
日
程

で
街
頭
献
血

を
行

い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

街
頭

献
血
を
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

四
月
六
日
（
木
）
＠
午
前
 

十
時
三
十
分
か

ら
正
午
ま
で
、
 

五
所
川
原
保
健
所
前
 

＠
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
 

三
時
ま
で
、
本
町

マ
ル
カ
か

さ
い
駐
車
場
 

四
月
ニ
十
日

（
木）
⑨
午

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
五
 

行
い

ま
す
 

所
川
原
保
健
所
前
 

⑨
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

三
時
ま
で
、
元
町
五
所
川
原

土
木
事
務
所
構
内
 

農
業
日
雇
賃
金
等

標
準
額
決
ま

る
 

田
植
 
え
は三
千
一
一
百円
 

市
民
の
た

め
の
行
政
を

推
進
 

市
政
に
対
し
て
の
基
本
方
針

は
、
昨
年
小
職
に
就
任
以
来
、
 

「意
思
の
疎
通
」
、
 
「市
民
福

祉
の
向
上
」
 
と
し
て
参り
ま
し

た
が
、
こ
の
方
針
は
、
今
年
も
 
 

変
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

地
方
自
治
の
本
旨
か
ら
し
て

も
、
市
民
と
の
対
話
を
深
め
、
 

そ
の
中
か
ら

ニ
ー
ド
を
引
き
出

し
て
、
市
民
の
生
活
を
守
り
、
 

向
上
す
る
た
め
の
市
民

の
た
め

の
行
政
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と

が
最
重
要
で
あ
る
と
存
ず
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
 

さ
て
、
昨
年
の
わ
が

国
の
経

済
は
、
円
高
、
ド
ル
安
の
影
響

を
う
け
て
不
況
に
終
始
い
た
し

ま
し
た
。
五
十
三
年
度
も
決
し

て
好
況
を
期
待
で
き
る
と
い
う

楽
観
し
た
見

通
し
で
は
な
い
よ

う
で
、
国
の
施
策
に
期
待
す
る

も
の
大
で
あ
り
ま
す
。
 

政
府
は
何
と
か
七
％
の
経
済

成
長
を
果
た
し
た
い
と
目
標
を

定
め
、
景
気
浮
揚
型
の
予
算
を

組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
今
年
の

夏
場
か
ら
そ
の
効
果
が

み
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
 
 

新
年
度
予
算
の
中
味
を
み
ま
す

と
、
政
策
的
経
費
の
伸
び
が
三

四
・
五
％
、
 
一
般
行
政
経
費
は

五
％
、
う
ち
経
常
事
務
費

は
零

％
と
い
う
誠
に
厳
し

い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
 

経
済
低
成
長
期
に
お

い
て
の

財
政
の
姿
は
ど

う
あ
る
べ
き

な

の
か
、
本
格
的
に
問
い
直
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

当
市
の
財
政
を
と
り
巻
く
諸

条
件
を

み
る
に
五
十
二
年
度
の

歳
入
に
お
い
て
A
普
通
交
付
税

が
減
少
し
、
予
算
計
上
額
と
の

比
較
に
お

い
て
、
約
一
億
六
千

五
百
万
円
の
不
足
を
生
ず
る
と

い
う
未
曽
有

の
苦
境
に
立
た
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て

は
、
市
税
が
順
調
な
伸
び
を
示

し
た
こ
と
と
の
相
関
関
係
も
あ

り
ま
し
た
が
、
国
税
三
税
の
伸

び
悩
み
に
加
え
て
、
大
都
市
が

交
付
団
体
に
転
落
し
た
こ
と
等

に
よ
る
も
の
で
急
速
的
な
好
転

は
到
底
望
み
え
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
か
か
る
状
況
は
、
新

年
度
に
お

い
て
も
引
き
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

ま
た
、
 一
般
財
源

の
大
宗
を

し
め
る
市
税
に
つ
き
ま
し
て
も
、
 

景
気
の
回
復
が
は
か
ば
か
し
く

な
い
こ
と
に
起
因
し
て
の
給
付

所
得
の
伸
び
な
や
み
、
農
産
物

の
安
値
が
続

い
て
大
幅
な
増
収

は
見
込
め
な
い
現
状
に
あ
り
ま
 
 

す
。
市
債
に

つ
い
て
も
楽
観
で

き
ず
、
地
方
財
政
対
策

の
裏
付

け
が
な

い
一
般
単
独
事
業
債
は
、
 

か
な
り
窮
屈
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
 

一
方
、
歳
出

の
面
に
お
き
ま

し
て
は
、
公
債

費
の
償
還
、
特

に
扶
助
費
の
増

高
は
著
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
給
与
改

訂
の
平
年
度
化
、
 

さ
ら
に
は
体
育

館
、
図
書
館
、
，
 

勤
労
青
少
年
ホ
 

ー
ム
の
維
持
管
理
費
の
平
年
度

化
に
よ
る
経
費
の
増
加
等
多
額

の
も
の
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
歳
入

・
歳
出
の

両
面
か
ら
新
年
度

の
財
政
環
境

は
容
易
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
国
、
県
の
施
策
の
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
の

が
行
政
の
使
命
で
あ
る
と
自
覚

し
、
重
点
か
つ
効
率
的
な
運
営

に
よ
っ
て
健
全
財
政
の
堅
持
に

努
め
 

①
市
民
福
祉
の
向
上
 

⑦
産
業
経
済
の
振
興
 

③
教
育
文
化
の
振
興
 

④
生
活
環
境
施
設
の
整
備

を
施
策
の
柱
と
し
て
、
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
力
す
 

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
仁
 

rl
《
 

こ市民福祉の向上こなど

四つの柱を施策に 

農
家
経
済
の
不

況
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
昭
和

五
十
三
年
度
の
 
「市
農
業
日
雇

賃
金
等
の
標
準
額
」
は
、
昨
年
 

の
同
額
に
据
え
置
き
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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ロ農業日雇賃金 

田
畑

別
  

=―ぐここ 53年度標準額 

男 女 

水
 
田
 

田 	 植 1日当り賄な し 3,2叩円 3,28〕円 

稲 	 x」 ク 3,2叩中 3,1加り 

脱 	穀 	調 	整 3,100 3.f加タ 

畑
  

りんご勇定 	（持技者を除く） 1 日当り賄なし 4,00 ●円 

り 	ん 	ご 	授 	粉 3,000 3,加0" 

り 	ん 	ご 	摘 	果 ' 3,叩0' A（耳〕0 タ 

り 	ん 	ご 	袋 	掛 1日当り能力3,000）枚 3,000 円 

り 	ん 	ご 	収 	授 1 日当り賄なし 2,800 2,700' 

薬 剤 散 布 作 業 3,800' 3,000' 

一 	般 	農 	作 	業 り 3,加0' 2,助0' 

機
械
別
 

作 	業 	別 53年度標準額 

耕
 
転
 
機
 

田 打 砕 	き 10 a 当 り 4, 20(〕円 

畑 打 砕 	き ク 4,100" 

田荒 し ろ か き 10 a 当り（ 2回） 3,4叩み 

田植 し ろ か き ク 	 ク 3,1叩ク 

耕起からしろかき 10 a 当 り 9,5叩手 

バ イ 	ン 	ダ ー 糸持10 a 当り 8,5叩み 

草 	刈 	機 1 日 当 り 8,000" 

ハ ー べ ス タ ー 人付10 a 当り 5,6叩ク 

コ 	ン バ イ 	ン ク 14,000" 

ト 	ラ 	ク 	タ 	一 耕転機に準ずる 

田 	植 	機 人付10 a 当り 4,500" 

オペレ 	タ 	賃金 	1日当り 5,300 円 	1時間当り 	750円 

ロ耕転機等賃料 

簿轟纂罵舞慧曹麟轟轟轟轟麟雪 

温
泉
利
用
の
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
 

第
ニ
回
定
例
 

市
議
会
か
ら
 

平
日
は
4
時
4
5分
ま
で
 

市
の
執
務
時
間
が
変
更

市
の
執
務
時
間
が
、

四
月
一

日
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま

す
。
 

ロ
月
曜
日
ー
金
曜

日
 
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四

十
五
分
ま
で
。
 
（
畳
の
休
憩
時

間
は
、
正
午
か
ら
午
後
零
時
四

十
五
分
ま
で
。
）
 

ロ
土
曜
日
 
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
。
 

ま
ず
、
第
一
点
の
「
市
民
福

祉
の
向
上
」
 
につ
い
て
は
、
温

泉
利
用
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
年

内
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
 

将
来
は
老
人
、
婦
人
、
子
供
の

た
め
の
総
合
的
な
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
に
し
た
い
と
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
 

市
営
住
宅
の
建
設
は
、
親
子

住
宅
を
含
み
五
十
戸
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
市
立
病
院
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年

度
着
工
を
目
途
に
、
実
施
設
計

ま
で
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
消
防
の
施
設

設
備
の
整
備
、
未
給
水
地
域
解

消
の
た
め
の
浅
瀬
石
ダ
ム
水
道

企
業
団

へ
の
負
担
、
緑
の
奉
仕

員
制
度
の
継
続
、
母
子
家
庭
結

婚
資
金
の
貸
付
、
ボ
ー
ダ

ー
ラ

イ
ン
層
を
対
象
と
し
た
助
け
あ

い
資
金
の
貸
付
、
夜
間
診
療
態

勢
の
整
備
等
を
図
っ
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
 

中
州
山
に
 

草
地
開
発
事
業
 

第
二
点
の
「
産
業
経
済
の
振

興
」
 
につ
い
て
は
、
今
日
最
大

の
関
心
を
集
め
て
お
り
ま
す
と

こ
ろ
の
水
田
転
作
政
策
に
対
応

す
る
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業

を
は
じ
め
、
第
二
次
農
業
構
造

改
善
事
業
の
導
入
、
農
道
の
舗
 
 

装
等
整
備
事
業
、
中
州
山
を
拠

点
と
す
る
畜
産
振
興
の
た
め
の

草
地
開
発
事
業
、
農
業
者
海
外

派
遣
事
業
等
、
曲
り
角
に
立

つ

農
業
の
振
興
に
は
関
係
機
関

・

団
体
は
も
と
よ
り
市
民
各
位
の

ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

な
が
ら
積
極
的
に
促
進
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

ま
た
、
中
小
企
業
対
策
と
し

て
は
、
中
小
企
業
特
別
融
資
対

策
の
貸
付
金
の
増
額
、
中
小
企

業
相
談
所

へ
の
助
成
、
商
工
団

体
補
助
金
の
増
額
等
、
不
況
下

の
中
小
企
業
の
振
興
を
促
進
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

第
三
点
の
、
 

「教
育
文
化
の

振
興
」
 
につ
い

て
は
、
懸
案
の

市
立
七
和
高
等

学
校
の
早
期
県

立
移
管
を
期
し

て
の
校
舎
の
全

面
補
修
と
一
部

新
築
事
業
、
中

央
小
学
校
に
開
 

設
を
予
定
し
て

い
る
 
「き
こ
え
の
教
室
」
 
と
プ
 

ー
ル
の
新
設
、
職
業
訓
練
短
期

大
学
の
誘
致
等
、
学
校
教
育
の

充
実
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
 

ま
た
、
社
会
教
育
の
面
の
充
 
 

実
に
も
努
め
て
ゆ
く
予
定
で
あ
 

り
ま
す
o
移
動
公
民
館
（
自
動
車
 

）
の
購
入
、
体
育
館
、
図
書
館
、
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
設
備
の

充
実
、
あ
る
い
は
新
年
度
後
半

に
予
想
さ
れ
る
重
要
文
化
財
旧

平
山
家

の
復
元
工
事
等
、
市
民

の
多
様
な
教
育
需
要
に
応
え
た

い
と
存
じ
ま
す
。
 

立
体
交
差
橋
な
ど

街
路
の
整
備
 

第
四
点
の
「
生
活
環
境
施
設

の
整
備
」
 
につ
い
て
は
、
日
常

生
活
圏
内
道
路
の
改
良
、
舗
装

整
備
を
は
じ
め
、
駅
東
部
と
市

街
地
を
結
ぶ
立
体
交
差
橋
を
含

む
街
路
整
備
事
業
、
駅
裏
区
画

整
理
事
業
、
下
水
道
事
業
、
運

動
公
園
、
不
動
公
園
、
フ
ラ
ワ
 

ー
セ
ン
タ
ー
等
公
園
整
備
事
業
、
 

遊
園
地
小
公
園
の
整
備
、
交
通

安
全
施
設
の
整
備
等
市
民
生
活

を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
環

境
を

つ
く
り
出
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
 

ま
た
、
国
道
一
〇
一
号
線
の

交
通
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
五

所
川
原
バ
イ
パ
ス
建
設
の
必
要

性
が
痛
感
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、

こ
れ
は
独
り
当
市
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
関
係
市

町
村
に
も
か
か
わ
る
問
題
で
あ

り
、
こ
の
建
設
促
進
が
望
ま
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

つ
い
て
は
、
こ
れ
が
早
期
調
査
、
 

採
択
に
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
努

力
し
て
参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
 

《
 

中央小学校に 

「きこえの教室」 
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一般分譲住宅の 

購入希望者を募集 

広田団地 
青森県住宅供給公社では、昭和53年度の供給住宅金融公庫 

~ 融資付きの分譲住宅（土地．建物付き）を募集します。 

◇受付期間 4 月13日（木）~17日O“まで。 

午前9時から午後4 時まで。 

（だだし、土曜日は正午まで受付し、日曜日 

は受付しません。） 

◇受付場所 市都市計画課 

◇募集戸数 40戸 

◇住宅の概要 土地 271.62n~ 437.2On 

建物 60.75 n -1O5.3On 

木造亜鉛メッキ鋼板茸平家建て及び二階建て 

◇分譲予定価格 譲渡予定額 920万円～1,112万円 

（概 算） ノ住宅金融公庫融資金 460万円、 

、自己負担金 460万円～652万円ノ 

◇弓は渡し予定時期 昭和53年 9 月下旬頃 

◇分譲予定価格は建物床面積75dで計算された概算額であり、 

精算の結果変更になります。 

建物の型については自分で希望する型が選定できます。 

※詳しくは、同公社または受付場所にお問い合わせ下さい。 

青森県住宅供給公社（ ft 0177 (23)1625 番） 

市都市計画課（ ft 01733 (5 )2111番） 

~ 

財
産
区

議
会

議
員

選
挙
 

投

票
日
は

四
月
九

日
で

す
 

投
票
入
場
券

は
配
布
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
 

次
の
事
項
に
注

意
し
投
票
し
て

下
さ
い
。
 

ロ
投
票
時
間

午
前
七
時
か
 

ら
午
後
六
時
ま
で
。
 

ロ
投
票
で
き
る
方
 
昭
和
三

十
三
年
四
月
十
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
、
昭
和
五
十
二
年
十

二
月
三
十
日
ま
で
、
各
選
挙
区

内
に
住
民
基
本
台
帳
へ
登
録
の

届
出
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
 
 

て
い
る
方
。
 

ロ
不
在
者
投
票
は
 
次
の
よ

う
な
事
情
の
方
が
で
き
ま
す
の

で
、
印
鑑
を
持
参
し
、
市
選
挙

管
理
委
員
会

へ
お
い
で
下
さ
い
。
 

⑥
投
票
当
日
、
出
張
と
か
出

か
せ
ぎ
な
ど
や
む
を
得
な
い
用

務
で
投
票
区
域
外
に
出
る
方
や

ま
た
は
す
で
に
出
て
い
る
方
。
 

＠
病
院
等
に
入
院
中
か
、
ま

た
は
入
院
予
定
の
方
。
 

〇
不
在
者
投
票
は
、
四
月
一
一

日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
、
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
も
同
じ
）
 
 受

付
け
し
ま
す
。
 

選
挙
区
、
投
票
所
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

〇
開
票
は
 
四
月
九
日
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
、
各
選
挙
区

の
投
票
所
で
行
い
ま
す
。
 

な
お
、
選
挙
に
関
し
て
疑
問

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
選

挙
管
理
委
員
会

（
。⑤
二
一
一

一
番
・
内
線
三
二
七
番
・
三
一
一

八
番

・
三
二
九
番
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

労
働
保
険

（
 

労
災
保
険

‘
雇

用
保
険
）
の
申

告
書
の
提
出
と

保
険
料
の
納
付

は
、
五
月
十
五

日
ま
で
で
す
。
 

申
告
書
の
用

紙
、
手
続
き
の

説
明
書
な
ど
は

四
月
初
旬
に
お

送
り
し
ま
す
が
、
 

な
る
べ
く
早
目

に
申
告
、
納
付
 

し
て
下
さ
い
。
 

ま
た
、
年
度
更
新
の
説

明
会

や
指
導
の
場
所
、
日
程
に

つ
い

て
は
、
申
告
書
用
紙
等
を
送

付

の
際
ご
案
内
し
ま
す
か
ら
、
都
 
 

合
の
よ
い
会
場
と
日
時
を
選
ん

で
、
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

な
お
、
労
働
保
険
料
や
労
災

保
険
の
給
付
に

つ
い
て
は
、
い

つ
で
も
遠
慮
な
く
青
森
労
働
基

準
局
、
ま
た
は
五
所
川
原
労
働

基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

（
青
森
労
働
基
準
局
）
 

婦
人
電
気
講
座
の

受
講
生
を
募
集
 

東
北
電
力
で
は
、
オ
二
回
長

期
婦
人
電
気
講
座
の
受
講
者
を

次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
実
施
期
問
 
五
月
の
開
講

式
か
ら
十
二
月
の
閉
講
式
ま
で

の
八
回

（
毎
月
一
回
）
開
講
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
四
月
一
一

十
八
日
（
金
）
ま
で
。
 

ロ
申
込
み
先
 
市
内
田
町
一

一
三
の
一
、
東
北
電
力
五
所
川

原
営
業
所
（
n
⑤
二
一
五
一
番
。
）
 

訂
正
と
お
わ
び
 

三
月
一
日
発
行
の
市
広
報
一
一

面
、
雪
ま
つ
り
の
記
事
中
、
ず

ぐ
り
回
し
大
会
の
部
優
勝
「
岩

木
町
チ
ー
ム
」
 と
あ
る
の
は
、
 

「柳
町
や
ま
び
こ
子
供
会
」
の

誤
ま
り
で
し
た
の
で
、
訂
正
し

て
お
わ
び
し
ま
す
。
 

野里・神山・松野木・戸沢 

議
会
議
員
選
挙
  

”
沢
財

産
区
 

松
野
木
財
産
区
 

議
会
議
員
選
挙
 

議
会
議
員
選
挙
 

神
山
財

産
区
 

野
里

財
産
区
 

議
会
議
員
選
挙
 

財
 
産
 
区
  

H
沢
集
会
所
 

松
野
木
小
学
校
 

野
里
小
学
校
 

野
里

小
学
校
 

投

・
開
票
所
 

五
所
川
原
市
大
字
戸
沢
 

五
所
川
原
市
大
字
松
野
木
 

五
所
川
原
市
大
字
神
山
 

五
所
川
原
市
大
字
野
里
 

あ
 
な
 
た
 
の
 
住
 
所
 

申告は 5 月15日まで 

	労働保険 
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,
 
,
 、

 

国
民
年

金
の

保
険

料
が

変
 

国
民
年
金
の

保
険
料
が
、
四

月
か
ら
二
干
七

百
三
十
円
に
引
 

き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
国
民
年
金

制
度
は
、
高
齢

に
な
っ
た
り
障
 

害
者
、
あ
る
い
は
母
子
世
帯
に

な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
に
よ

っ
て
所
得
を
保
障
し
よ
う

と
い

う
制
度
で
、
年
金
額
の
水
準
や

加
入
者
の
状
態
な
ど
か
ら
保
険

料
の
額
が
決
め
ら
れ
る
の
が
本

来
の
姿
で
す
。
 

春
に
な
る
と
、
子
供
達
が
線

路
で
遊
ん
だ
り
、
線
路
通
行
に

よ
る
事
故
や
踏
切
事
故
の
多
発

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
、
と
く
に
線

路
付
近
の
家
庭
の
皆
さ
ん
は
子

供
達
に
注
意
し

て
項
き
、
次
の

事
を
守
っ
て
鉄
道
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
線
路
を
歩
か
な
い
、
歩
か

せ
な
い
。
 

ロ
子
供
達
を
線
路
付
近
で
遊

ば
せ
な
い
。
遊
ん
で

い
に
・
ら
注

意
し
て
下
さ
い
。
 

し
か
し
、
四
月
か
ら
月
二
千

七
百
三
十
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
も
、
決
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

計
算
に
よ
る
と
、
現
在
の
年

金
額
の
水
準
を
保
っ
て
い
く
た

め
に
必
要
な
保
険
料
は
、

月
五

千
円
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

皆
さ
ん
の
負
担
が
急
に
増
え
る

こ
と
を
避
け
る
意
味
か
ら
、
必

要
な
保
険
料
よ

り
も
低
額
に
押

さ
え
て
い
る
の
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
保
険
料
は
今
後

と
も
段
階
的
に
引
き
上
げ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ロ
列
車
に
石
な
ど
を
投
げ
さ
‘
 

せ
な
い
。
 

車
を
運
転
す
る

方
は
 

ロ
踏
切
で
は
必
ず

一
時
停
止

し
、
左
右
の
安
全
を
確
か
め
て

か
ら
通
行
す
る
。
 

ロ
踏
切
で

エ
ン
ス
ト
や
脱
輪

な
ど
で
、
車
が
動
け
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
次
の
処
置

を
し
列
車
を
止
め
る
手
配
を

す

る
。
 

①
非
常
ボ
タ
ン

の
あ
る
踏
切

で
は
、
ま
ん
中
の
赤
色
の
ボ
タ

ン
を
押
す
。
 
（
信
号
が
全
部
赤
 

わ
り
ま
す
 

国
民
年
金
制
度
を
、
よ
り
一

層
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

福
祉
年
金
の
支
払

い
は
四
月
で
す
 

福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
お

盆
や
暮
れ
に
間
に
合
わ
せ
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
に
応
え
て
、
 

昨
年
の
法
律
改
正
で

ー
カ
月
ず

っ
繰
り
上
げ
、
四
月
、
八
月
、
 

十
二
月
（
希
望
す
る
と
き
は
十

一
月
）
に
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

に
な
り
、
列
車
は
止
ま
り
ま
す
う
 

②
列
車
に

向
っ
て
、
布
切
れ

や
電
灯
な
ど
を
振
っ
て
走
っ
て

行
く
0
 

③
列
車
を
止
め
る
手
配
を

し

て
か
ら
、
駅

へ
知
ら
せ
て
下
さ
 

（
弘
前
鉄
道
公
安
室
）
 

し
た
が
っ
て
、
今
年
最
初
の

支
払
い
は
四
月
で
す
か
ら
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
 

税
務
署
だ
よ
り
 

＠
確
定
申
告
が
間
違

っ
て
い
た
と
き
は
 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
後
で
、
計
算
違
い
な
ど

の
た
め
に
申
告
内
容
が
間
違
っ

て
い
た
人
は
次
の
方
法
で
訂
正

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

▽
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い

た
と
き
 

納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た

り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
多

い
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
 

「修
正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

修
正
申
告
は
早
く
提
出
し
た

方
が
有
利
で
す
。
 

▽
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
 

・

少
」
」
ま」
 

税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、
 

還
付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
い

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
 
「
 

更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
 

増
田
さ
ん
 

十
万
円
寄
付
 

市
内
新
町
の
増
田
桓
一
さ
ん
 

は
こ
の
ほ
ど
、
市
教
育
振
興
会
 

へ
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

で
き
ま
す
。
 

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間

は
、
 一
年
間
（
翌
年
の
三
月
十

五
日
）
で
す
。
 

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
お
分

か
り
に
な
ら
な
い
方
は
、
五
所

川
原
税
務
署

へ
ご
相
談
下
さ
い
。
 

⑥
サ
ラ
リ

ー
マ
ン

と
税
金
 

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
 

毎
月
の
給
与
な
ど
か
ら
、
定
め

ら
れ
た
税
額
表
に
よ
っ
て
源
泉

徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
四
月
は
初
サ
ラ

リ
ー
を
手
に
す
る
フ
レ
ッ
ツ
ユ

マ
ン
が
登
場
す
る
月
で
す
が
、
 

半
沢
さ
ん
 

金

一
封
 

市
内
大
町

の
半
沢
弘
通
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、
亡
く
な
っ
た
母

き
よ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

市
教
育
振
興
会

へ
金
一
封
を
寄

付
し
ま
し
た
。
 

こ
の
方
の
た
め
に
税
金
は
ど
の

よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
る
か
を

説
明
し
ま
し
ょ
う
。
 

▽
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

一
年
間
に

受
け
た
給
与
な
ど
の
収
人
金
額

か
ら
、
給
与
所
得
控
除
額

（
必

要
経
費
な
ど

の
要
素
を
持
っ
て

い
る
も
の
）
を
差
し
引
き
ま
す
o
 

こ
の
残
額
を
給
与
所
得
と
い

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら

基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
額
を
差
し
引
い
た
残

額
に
、
税
率
を
か
け
て
算
出
し

た
額
が
、
そ
の
年
の
税
額
と
な

り
ま
す
。
 

し
か
し
、毎
月
差
し
引
か
れ
る

税
金
の
合
計
額
と
年
間
給
与
に

対
す
る
税
金
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
一
年
の

最
後
の
給
料
な
ど
で
過
不
足
を

精
算
す
る
、
年
末
調
整
を
行
い

ま
す
。
 

ね ん き ん 
鉄
道
事

故
防

止
に
協

力
を
 

国
鉄
か
ら
お
願
い
 

警
笛

よ
り
 
徐
行
が

示
す
 
思
い

や
り
 

。
0

。
。0

。
。。U
o
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。。
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。0

。
。0

。
。
ー
c
o
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乳
幼
児
の
 

健
康
診
断
 

市
で
は
、
次
の

日
程
で
乳

幼

児
の
健
康
診

断
と
健
康
相
談
を

行
い

ま
す
。
 

該
当
す
る

赤
ち
ゃ

ん
に
は
、
 

ぜ
ひ
受
診

さ
せ
る
よ
う
に
し

て

下
さ
い
。
 

ロ
受
付
時

間
 
正
午
か

ら
午

後
一
時

ま
で
 

ロ
持
参
す

る
も
の
 
母
子

健

康
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
 

な
お
、
現
在
病
気
治
療
中

の
乳

幼
児
は
治
っ

て
か
ら
次
回
に
お

い
で
下
さ
い
。
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春の狂犬病予防注射と 

登録のお知らせ 

△料金は 登録料300円（年1回）注射料650円（日程以外

の場合は1,000円）注射済票150円の合せて1,100円です。 

月 日 実 施 場 所 実 施 時 間 

4 月10日 

（月） 

湊 団 地 集 会 所 

姥 	や 	ち 	神 	社 

稲 	実 	屯 	所 

'li 農 協 栄 支 所

七・ソ館（工藤理容所） 

F45 	9 :30-1O:30 
10:40-11:00 
11:10-11:30 
11:40-12:00 

午後 	12:30~ 1 :00 
浅 井（ 一 戸 商店） 1 :10~ 1: 30 
福 山 集 会 所 1 :40一」 2 :10 
豊成（石岡源 造 宅） 2 :20~ 2:50 
野 里（ 前 田 商 店） 午前 	9 :30~ 10:10 
神 日」（松 野 商 店 ） jO:20~io:50 
松 野 木（三 上商 店） 11:00~li :20 

4 月11日 福岡（佐 々 木 商 店） 11:30-11:50 
（火） 若山（石 岡 治 男 宅 ） 午後 	12:20-12:40 

石 田 坂 集 会 戸斤 12:50~ 1:30 
ド 岩 崎 集 	会 戸ft 1 :40-2 :00 
飯 	詰 	支 	戸斤 午前 	9 :30-10:40 
平町（渋谷俊 一 宅） 10 :50~Il: 10 
大 	開 	フ、 	Iコ 11:20-11:40 

4 月12日 
金 山 児 童 館 11:50-12:30 

（水） 水 野 尾 集 会 所 午後 	1 :10~ 1 :20 
米 田 米 日1 精 米 所 1: 30~ 1:50 
松 	島 	支 	所 2:00-2:30 
一野」平（対馬静賢宅） 午前 	9 :30-1Q:oo 
馬 1」三（対 馬 堅 一 宅） 10:10~ 10:30 

4 月13日 
悪戸（高橋 リ ン ゴ店） 10:40-11:0O 

（木） 
Ill 代田（外崎嘉太郎宅） 11:10-11:30 
漆川（く ら お 神 社） 11:40-12:00 
十 川（吉 村 商 店） 午後 	12:40~ i :00 
桃 	崎（ 	ノぐ 	ス 	停 	） i :10~i :30 
共 	栄 	集 	会 所 午前 	9 :30~ 9: 50 
長 富 集 会 所 10:00- 10:30 
毘 	沙 	門 	支 	I折 10: 40~li: 10 
毘 沙 門 集 会 所 11:20-11:40 

4 月14日 I中 飯 詰 集 会 所 11:50-12:10 

（金） 中 午後 	12:50一一 1 :20 
種 井 集 会 所 1 :30-2 :00 
小 曲 	集 	会 所 2:15-2 :45 
沼田町（秋日1谷旅館） 2:50-3:10 
広田みどり町（陸奥燃恥D 午前 	9:30-9:50 
梅 田（成 旺I理 容 P斤） 10:00-10:20 

4 月17日 f毎 	沢 	支 	所 10:30-10:50 

(H) 梅 沢（ 教 円 寺 ） 11:00-11:20 
中 	泉 	集 	会 所 11:30-12:00 
七 	和 	支 	所 午後 	1 :00~ 1:40 
1表 	元（ 	警 鐘 台 	） 午前 	9 :30-10:00 
原 子（ F可 部 商 店） 10:10-11:00 

4 月18日 前田野~」（西塚商店） 11:10-11:40 
（火） ヲIiそ 立（新 谷 啓 一 宅） 午後 	12:20-12:40 

高 野 （広峰 神 社） 12:50-1:40 
石 岡 石 岡 精 米 所 午前 	9: 30-10刃0 

4 月19日 松島団地（松島ス トア） 10: 10一～ li: 00 

（水） 松島団地（ g丁Hバス停） 11:10-12:00 
松島団地（管理事務所） 午後 	12:50-1:50 
下平井町（老人ホーム） 午前 	9 :30-10:20 

4 月20日 敷 島 町（敷島分院） 10:30-11:30 

（木） 旭 町（ 1日 消 防 署） 午後 	i :00-2:00 
五 所 川 原 保 1建 所 2:10-2:40 
平 和 町 集 会 所 午前 	9:30-11:00 

4 月21日 西 北 教 育 事 務 所 11:10-12:00 
（金） 三 	う首 	会 	館 午後 	1:00~ 3:9 0 

下 	I策 	IIl 	屯 	所 午前 	9 :30-10:00 
上藻川市農協倉庫 10:10-10:40 
三 	好 	支 	所 10:50-11:20 

4 月24日 高 瀬 集 会 所 12:00-12:30 
（月） 田 川（奈 良 商 店） 午後 	12:401一 1:00 

新 	宮 	集 	会 	I折 1:30-2:00 
新宮団地県営住宅集会戸ft 2 :10-2 :50 

月 	齢 対 象 と 	き と 	こ 	ノノ 

3 カ 月 児 
昭和52年12月
生まれの乳児 

4 月12日（水） 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和52年 9 月
生まれの乳児 

4 月18日（火） 

1年 6 カ月児 
昭和51年10月
生まれの幼児 

4 月25日（火） ク 

「 児マヒ予防の 
―生ワクチンを与えます 

ロ対象乳幼児 

実施期間 対 	象 	乳 	幼 	児 回数 備 	考 

4 月 

Iイ、昭和52年1月1日から‘，撃準 
、”昭和52年1月31日まで 乳幼児 

2 回目 
髭年 5 月に 1回目
を実施した馴助児 

Iー、昭和52年 2 月1日から I 生まれた 1 ロ I ー一一 	‘一 	ー 	，一“ . ー 
J 昭相52牛12月31日まで’孔切児 

1回目 

5 月 

（イ l 昭和52年2 月 1日から‘生まれた 

、’昭和52年12月31日まで I 乳幼児 
2 回目 

‘ー、昭和53年1月1日から l生まれた 'WI ー,一 	一 	ー一 	ー， 	C-.,, ，ー 
昭和弱牛1月Jl日まで‘孔切児 

1回目 54年4 月に2回
目実施 

※上記以外の乳幼児で、生後 3 カ月から48か月までに実 

施したことのない乳幼児も対象となります。 

ロ料金 不要です。 

＠でかける前に体温を計って来て下さい。 

＠母子手帳は必ず持参し、赤ちゃんの体質をよく知って 

いる方がつれてきて下さい。 

地区別の日程は次のとおりです。 

地区名 実施会場 1 回目 2 回目 実施時間 

五小学区 市中央公民館 4 月11日 5 月24日 
午後 1時 

~2時 

松島・飯詰

松島団地 

ク 	ク 4 月n日 5 月25日’ 
午後1時 

~2時 

中川・梅沢

広田団地 

栄・毘沙門 

ク 	ク 4 月14日 5 月26日 

午後 1時 

~2時 

長橋地区 長  橋診療所 4月1
9

日
 

5 月30日 
午後 1時 
~1時30分 

三好地区 好診療所 4 月20日 5 月31日 
午後1時 
~1時30分 

七和地区 七和支所 4 月21日 6 月 2 日 
午後 1時 
~1時30分 

南小学区 市中央公民館 4 月21日 6 月 2 日 
午後 1時 

~2時 
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